
彩の国。さいたま グラウンド・ゴルフだより     平成27年 (2015)10月 31日

2015
発行/埼玉県グラウンド・ゴルフ協会

発行責任者/石丼健治

10胸号 Q

せいたま

事務局/〒344-0105 埼玉県カロ須市騎西33-7 藤田幸作 方

TEL・ FAX 0480-73-5074

第
７０
回
国
民
体
育
大
会
Ｇ

ｏ
Ｇ
競
技
会

（公
開
競
技
）

平
成
２７
年
９
月
１９

。
２０
日

和
歌
山
県
す
さ
み
町
総
合
運
動
公
園

埼
玉
県
参
加
者
プ
レ
ー
ヤ
ー

男
子
の
部

小
原
　
孝
（杉
戸
町
）

斉
藤
利
男
（幸
手
市
）

石
井
健
治
（深
谷
市
）

野
上
定
之
（川
越
市
）

具
下
辰
男
（深
谷
市
）

関
根
　
武
〓
い
た
ま
〓

展
開
的
に
も
良
い
結
果
を
だ
し
ま
し
た
。

翌
日
の
プ
レ
ー
オ
フ
で
は
、
具
下
辰
男
プ
レ
ー
ヤ
ー
（深

谷
市
）
が
６
位
入
賞
と
立
派
な
成
績
を
収
め
、
そ
の
後
、

団
体
戦
で
は
、
埼
玉
県
５
位
入
賞
の
発
表
を
確
認
し
、
早

速
全
員
に
報
告
。
皆
で
バ
ン
ザ
イ
と
喜
び
合
い
ま
し
た
。

最
終
日
の
交
流
大
会
で
は
、
各
プ
レ
ー
ヤ
ー
共
々
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
も
出
し
楽
し
い
有
意
義
な
時
間
を
無
事
終
了

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

第
７０
回
国
民
体
育
大
会
に
参
加
で
き
た
こ
と
は
、
埼
玉

県
Ｇ

・
Ｇ
協
会
会
員
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

次
年
度
の
岩
手
県
大
会
を
目
指
し
て
ぜ
ひ
上
の
上
を
期

待
し
ま
す
。

野
上
定
之

（川
越
市
）

爽
や
か
な
秋
空
の
中
、
躍
動
と
歓
喜
そ
し
て

絆
の
記
念
す
べ
き
Ｇ

・
Ｇ
競
技
会

「第
７０
回
国

民
体
育
大
会
」
の
始
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。

埼
玉
県
選
抜
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
勝
利
に
向
か
っ
て
心
を

一
に
し
て
、
試
合
に
臨
み

ま
し
た
。
男
子
の
部
に
お
い
て
は
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
有
り
、
オ
ー
ル
２
打
と
い
う

素
晴
ら
し
い
大
活
躍
も
あ
り
、
各
プ
レ
ー
ヤ
ー
共
に
粘
り
強
く
力
を
十
分
に
発
揮

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
女
子
の
部
も
各
プ
レ
ー
ヤ
１
１
０
０
％
の
力
を
発
揮
し
、

会 期
場 日

女
子
の
部

荻
野
光
江

（深
谷
市
）

白
根
純
子

（熊
谷
市
）

大
澤
　
薫

（羽
生
市
）

大
川
洋
子

（幸
手
市
）

梅
沢
か
よ
子

〓
い
た
ま
〓

井
田
淑
江

（上
尾
市
）

国

曰

団
体
の
部

入
賞
数
１
位
～
８
位

成
績
１０
人
合
計
打
数

８
位

７
位

６
位

５
位

４
位

３
位

２
位

１
位

順
位

新
潟
県

滋
賀
県

奈
良
県

埼
玉
県

千
葉
県

石
川
県

長
野
県

静
岡
県

都
道
府
県

６

０

０

５

９

９

５

９

７

５

９

６

５

９

６

５

９

５

５

９

５

５

７

０

合
計
打
数

一
第
２８
回
全
国
Ｇ

・
Ｇ
交
歓
山
形
県
大
会

一

東
南
に
秀
峰
蔵
王
の
山
並
み
、
西
は
霊
峰
月
山
を
望
む

緑
豊
か
な
地
、
山
形
県
総
合
運
動
公
園

（天
童
市
）
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

運
動
公
園

（５６

。
ｌ
ｈａ
）
は
第
４７
回
国
民
体
育
大
会

（ベ

に
は
な
国
体
）
の
開
催
地
で
、
そ
の
後
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や

多
様
化
す
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
場
と
し
て
整
備

さ
れ
屋
内
外
２３
の
施
設
が
あ
り
ま
す
。

大
会
は
４７
都
道
府
県
１
７
２
８
名
、
埼
玉
県
勢
１
１
２

名
の
参
加
で
親
睦

。
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

１
日
目
個
人
戦
は
、
Ｅ
コ
ー
ス
４
位
島
田
敏
和
さ
ん

（さ

い
た
ま
市
大
宮
）
が
入
賞
、
団
体
戦
は
１５
位
、
２
日
目
交

流
大
会
で
、
岡
田
幸
作
さ
ん

（伊
奈
町
）
が
見
事
に
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

深
谷
市
協
会
の
古
郡
清
さ
ん
が
、
米
寿
参
加
で
埼
玉
県

の
懇
親
会
で
表
彰
さ
れ
、
健
康
が
い
か
に
大
切
か
、
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
Ｇ

。
Ｇ
を
目
標
に
も

つ
こ
と
を
お
し
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
将
棋
駒
と
、
い
で
湯
と
、
フ
ル
ー

ツ
の
里
、
天
童
市
か
ら
来
年
は
佐
賀
県
大
会
で
の
再
会
を

約
束
し
大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

1日 目

個人戦 巨グループ 4位

団体戦 第15位

2日 目

交歓大会 ダイヤモンド賞

島田敏和

(さ いたま市大宮)

岡田幸作

(伊奈町)
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一
　

Ｇ

・
Ｇ
は
心
の
財
産

　

一

熊
谷
市
Ｇ

。
Ｇ
協
会
　
笠
井
シ
ゲ
子

６
月
６

・
７
日
秋
田
県
大
田
奥
羽
Ｇ

・

Ｇ
場
で
開
催
さ
れ
た
、
全
国
レ
デ
ィ
ス
大

会
に

「
一
生
心
に
残
る
思
い
出
」
に
と
、

今
回
初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
全
国
よ
り
集

っ
た
７
６
７
名
の
皆
さ

ん
、
そ
れ
は
そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
会
場
と

周
り
は
濃
い
緑
の
山
に
囲
ま
れ
吸
い
こ
ま

れ
そ
う
な
景
色
の
中
で
プ
レ
ー
が
出
来
、

最
高
の
気
分
で
し
た
。

他
県
の
人
達
と
の
交
流
も
あ
り
、
友
達

の
輪
が
広
が
り
、
私
の
心
の
財
産
が
出
来

全
て
Ｇ

・
Ｇ
の
お
陰
で
す
。
元
気
を
い
た

だ
き

「
感
謝

・

感
謝
」
の
毎
日

で
す
。

い
つ
ま
で
出

来
る
の
か
分
か

り
ま

せ
ん
が
、

気
持
ち
だ
け
は

い
つ
で
も
青
春

で

い
た

い
と
、

頑
張

っ
て
い
ま

す
。お

世

っ
た
役

様
、
並

係
者
の

心
よ
り

し
上
げ

‐ :[0〔 :き

一　
　
　
　
　
世
界
に
翼
け
Ｇ

・
Ｇ
　
　
　
　
　
一

草
加
市
Ｇ

。
Ｇ
協
会
　
鈴
木
　
和
子

６
月
１２
～
‐４
日
、
鳥
取
県
湯
梨
浜
町
Ｇ

。
Ｇ
古
里
公
園

「
潮
風

の
丘
と
ま
り
」
に
於
い
て
、
参
加
者
７
６
８
名

（２４
府
県
）
埼
玉

県
よ
り
、
夏
季
大
会
選
抜
４
人

。
上
級
指
導
者
研
修
会
選
抜
４
人

・

そ
の
他
深
谷
市
４
人

。
一
般
参
加
１２
人
で
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

大
会
会
長
の
挨
拶
は
、
地
方
創
生
取
組
の

一
環
と
し
て
、
２
０

２
２
年
に
Ｇ
・
Ｇ
の
世
界
大
会
開
催

へ
と
国
際
化
を
目
指
し
て
い
る
。

又
、
今
大
会

へ
の
運
営
費
用
の

一
部
負
担
等
、
主
催
地
歓
迎
の

配
慮
も
あ
り
ま
し
た
。
プ
レ
ー
は
、
岬

。
広
場

。
ア
ウ
ト

・
イ
ン

の
全
芝
４
コ
ー
ス
、
発
祥
地
独
特
の
プ
レ
ー
方
法
で
、
１
日
目
２４

ホ
ー
ル

・
２
日
目
８
ホ
ー
ル
、
全
ホ
ー
ル
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
付
。

県
チ
ー
ム
は
個
人
、
団
体
共
、
入
賞
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
の
黄
金
ボ
ー
ル

（置
物
）
８
個
獲
得
、
楽
し

く
素
晴
ら
し
い
思
い
出
多
い
大
会
で
し
た
。

今
回
参
加
し
た
埼
玉
県
選
抜
ブ
レ
ー
ヤ
ー

山
本
守
雄

（熊
谷
市
）
　
　
　
安
井
右
近

（杉
戸
町
）

封
馬
節
子

（神
川
町
）
　
　
　
梅
沢
か
よ
子

（さ
い
た
ま
市
）

関
根
　
武

（さ
い
た
ま
市
）

鈴
木
重
男

（川
越
市
）

鈴
木
和
子

（草
加
市
）
　
　
　
山
田
初
美

（加
須
市
）

今
回
参
加
し
た
深
谷
市
選
抜
ブ
レ
ー
ヤ
ー

横
田
久
義
　
　
荻
野
光
江
　
　
田
中
嘉
子
　
　
滝
沢
和
夫

さ
い
た
ま
市
　
梅
沢
か
よ
子

埼
玉
県
選
抜
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
最
少
打

数
は
７６
打
、
初
の
コ
ー
ス
で
出
し
た
打
数

と
す
れ
ば
す
ご
い
こ
と
だ
と
思
う
。
３
日

間
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
楽
し
い
仲
間
と

過
ご
せ
た
こ
と
は
、
大
会
結
果
以
上
に
充

実
し
た
発
祥
地
大
会
だ
っ
た
。

最
後
に
、
協
会
役
員
並
び
に
発
祥
地
大

会
に
向
け
て
、
諸
々
の
お
手
配
に
奔
走
し

て
下
さ
っ
た
皆
々
様
に
、
プ
レ
ー
ヤ
ー

一

同
、
心
か
ら
感
謝
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一　
　

忘
れ
ら
れ
る
事
の
で
き
な
い
大
会

　

　

一

上
尾
市
Ｇ

。
Ｇ
連
盟
　
森
泉
　
照
夫

９
月
９

ｏ
ｌＯ
日
の
２
日
間
、
関
東
地
区
Ｇ

・
Ｇ
千
葉
県
大
会
が

千
葉
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
１
都
７
県
か
ら
１
１
５
２
名
の

参
加
者
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
初
日
か
ら
雨
の
中
で
の
競
技
と
な

り
ま
し
た
が
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
悪
コ

ン
デ
イ
シ
ョ
ン
の
サ
ッ
カ
ー

・
ラ
グ
ビ
ー
場
で

「雨
に
も
負
け
ず
」

皆
さ
ん
と
楽
し
み
な
が
ら
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。
が
、
力
い
っ
ぱ
い

打

っ
て
も
思
う
よ
う
に
ボ
ー
ル
が
転
が
ら
ず
に
悪
戦
苦
闘
と
溜
め

息
の
連
続
と
散
々
た
る
ス
コ
ア
で
し
た
。

２
日
目
は
雨
の
影
響
で
中
止
と

な
り
、
閉
会
式
の
時
間
を
早
め
て

行
わ
れ
、
成
績
発
表
、
表
彰
、
次

年
度
開
催
す
る
茨
城
県
に
引
き
継

が
れ
閉
会
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の

大
会
時
に
、
台
風
と
低
気
圧
の
影

響
で
各
地
に
大
雨
被
害
を
も
た
ら

し
、
栃
木
県
の
選
手
が
無
事
に
帰

宅
で
き
た
の
か
心
配
で
し
た
し
、

忘
れ
ら
れ
る
事
の
で
き
な
い
大
会

の
ひ
と
つ
で
し
た
。

関東地区千葉県大会成績表 (埼玉県関係)

男子の部              女子の部
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第
２３
回

秋
田
大
田
南
部
忠
平
杯
Ｇ
・
Ｇ
大
会
に
参
加
し
て

深
谷
市
Ｇ

・
Ｇ
協
会
　
一三
井
　
敏
英

埼
玉
県
秋
季
大
会
選
抜
１０
名
、
役
員
大
会
６

名

（宮
古
島
か
ら
変
更
）
加
須
市
選
抜
９
名
、

深
谷
市
選
抜
３
名
の
総
勢
２８
名
で
参
加
。

大
会
の
特
徴
は
、
総
合
優
勝
を
決
定
す
る
の

に
Ａ

・
Ｂ
グ
ル
ー
プ
優
勝
者
１
名
と
各
グ
ル
ー

プ
の
代
表
者
１
名
こ
の
代
表
者
の
決
定
は
ゲ
ス

ト
と
同
ス
コ
ア

（Ａ
は
９‐
打

。
Ｂ
は
８５
打
）
で

Ａ
７
名

・
Ｂ
は
１４
名
の
該
当
者
が
い
ま
し
た
。

こ
の
人
達
が
３０

ｍ
ニ
ア
ピ
ン
で
グ
ル
ー
プ
代
表

者
を
決
定
す
る
方
法
で
埼
玉
県
か
ら
杉
戸
の
大

坂
さ
ん
が
該
当
、
ニ
ア
ピ
ン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

ま
し
た
。
打
順
を
抽
選
で
決
め
９
番
目
で
打
つ

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
緊
張
し
て
い
る

せ
い
か
オ
ー
バ
ー
す
る
人
が
多
く
、
大
坂
さ
ん

に
期
待
し
ま
し
た
。
ま
っ
す
ぐ
行
き
ホ
ー
ル
ポ

ス
ト
を
通
過
し
約
５０
ｃｍ
に
つ
け
ま
し
た
。
そ
の

後
に
打

っ
た
人
が
や
や
近
か
っ
た
た
め
プ
レ
ー

オ
フ
進
出
を
逃
が
し
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
よ
い
成
績
は
残
せ
な
か
っ
た

も
の
の
天
気
に
恵
ま
れ
参
加
者
皆
さ
ん
と
交
流

が
で
き
た
こ
と
が
、
１
番
の
思
い
出
と
な
り
ま

し
た
。

一会
場
を
変
更
し
て
の
大
会
　
第
２６
回
県
秋
季
大
会
一

１０
月
１
日
的
第
２８
回
県
民
総
合
体
育
大
会
を
兼
ね
て
、
第
２６
回
埼
玉

県
Ｇ

・
Ｇ
秋
季
大
会
が
各
市
町
村
の
代
表
者
１
０
２
４
名
の
参
加
者
で

開
催
さ
れ
た
。
当
初
計
画
で
は

「
さ
い
た
ま
市
荒
川
総
合
運
動
公
園
」

が
会
場
と
な

っ
て
い
た
が
、
９
月
の
集
中
豪
雨
の
影
響
で
使
用
出
来
な

く
な
り
急
邊

「深
谷
市
川
本
Ｇ
。
Ｇ
場
」
に
変
更
し
て
の
開
催
と
な
っ
た
。

芝
生
の
状
態
も
良
く
非
常
に
綺
麗
な
会
場
で
あ

っ
た
が
、
実
際
に
プ

レ
ー
し
て
み
る
と
思

っ
た
以
上
に
凹
凸
が
あ
り
、
思
う
よ
う
に
ボ
ー
ル

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
出
来
な
か
っ
た
。
後
半
途
中
か
ら
雨
が
降
り
出
し
プ

レ
ー
の
継
続
も
危
ぶ
ま
れ
た
が
、
プ
レ
ー
オ
フ
の
頃
に
は
雨
も
や
み
無

事
大
会
を
終
了
す
る
事
が
出
来
た
。

総含優勝 男子の部
ダイヤモンド賞 新

安斉 宏 (桶川市)

光夫 (深谷市) 斉須

女子の3B 青木 昭子 (深谷市)

勝子 (さ いたま市岩槻区)

男子の部
氏 名 スコア 雨町村名 氏  名 スコア

優 月反首bl柔三二日5 68 幸手雨 安斉   宏 64 0リ 桶り | 1雨

準 辻 田 剋ネU 69 深谷雨 手り‖  武 65 ③ 人 Fo3雨

再3位 ″
□ 70 さい岩槻 浅 野  光 = 66 0) 伊奈町

再4位 菊 う 勝 菫 71 深谷雨 鈴 木 =劇 3 70 (2) 雨

再5位 佐 々本 lll劇」 72 さい岩槻 P合  狙 博 71 (2) さい

女子の部
コー ト コ ー

スコア 雨町村名 名 スコア

1屋訃 月らヽ 71 (4 深谷雨 静   [ 71 葛ヨカロ「lD

準優勝 古 瑞 ST 71 幸手市 梁ヽ日日  糸己[ 71 熊谷市

第 3位 カロ藤ミチ∃ 72 深谷市 栢村  房江 72 (1 幸手市

第 4位 真下ユキ子 72 (1 深谷市 真 下 73 さい岩槻

第 5位 松下  良美 73 ‖誠市 薦島 よ しの 74 早カロ雨

一級
普
及
指
導
員

（シ
ル
バ
ー
）

・

上
級
指
導
者
試
験
を
受
験
し
て

上
尾
市
Ｇ

・
Ｇ
連
盟
　
鈴
木
　
敏
夫

６
月
２０
日
、
数
十
年
振
り
の
受
験
の
為
、
緊
張
し
た
気

持
で
レ
イ
ク
ホ
テ
ル
西
湖

ヘ
バ
ス
で
出
発
、
昼
前
ホ
テ
ル

に
到
着
。

‐３
時
３０
分
開
講
式
後
に
、
各
講
師
の
熱
気
の
４
講
義
、

一
言

一
句
聞
き
逃
す
ま
い
と
真
剣
な
受
講
生
た
ち
が
非
常

に
印
象
的
で
し
た
。

４
講
義
目
は
実
技
試
験
、
コ
ー
ス
に
移
動
し
各
班
に
分

か
れ
８
ホ
ー
ル
、
８
間
、
当
日
は
曇
天
で
富
士
の
麓
で
非

常
に
寒
い
１
日
目
が
終
了
し
ま
し
た
。

２
日
日
、
５
講
義
の
後
、
筆
記
試
験
が
開
始
さ
れ
自
分

に
落
ち
着
け
と
念
じ
、
何
度
も
見
直
す
こ
と
が
出
来
た
の

で
合
格
出
来
ホ
ッ
ト
し
ま
し
た
。

今
後
は
学
ん
だ
事
、
エ
チ
ケ
ッ
ト

・
マ
ナ
ー

・
ル
ー
ル

を
念
頭
に
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
Ｇ

。
Ｇ
の
普
及
振
興
を

図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
会
長
始
め
各
講
師
、
県
役
員
の
皆
様
に
心
よ
り

感
謝
と
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
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一
西
湖
の
養
成
講
習
会
に
参
加
し
て
！
一

春
日
部
市
Ｇ

・
Ｇ
連
盟
　
島
田
　
勝

一

平
成
２７
年
６
月
２０

。
２‐
日
の
２
日
間
、

山
梨
県
西
湖
の
レ
イ
ク
ホ
テ
ル
に
て
日

本
Ｇ

。
Ｇ
協
会
三
級
指
導
員

（
シ
ル
バ

ー
）
養
成
講
習
会
に
参
加
し
、
８
時
間

３０
分
の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

実
技
試
験

。
筆
記
試
験
は
数
十
年
ぶ

り
の
事
で
し
た
。
最
近
は
物
覚
え
が
悪

く
人
の
名
、
物

の
名
前
が
す
ぐ
に
出
な

い
こ
と
が
多
く
な
り
、
緊
張
と
不
安
で

い
つ
ぱ

い
で
し
た
。

講
師

の
先
生
方

の
話
は
親
切
丁
寧
で
、

要
点
や
重
要
な
箇
所
は
繰
り
返
し
説
明

が
あ
り
、
時
折

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
講

義
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ル
ー
ル

・
マ
ナ
ー

・
エ
チ
ケ

ッ
ト
等

が
改
め
て
理
解

で
き
、
実
技
試
験
と
も

自
分
な
り
に
出
来
た
と
思

い
ま
し
た
。

お
陰
さ
ま

で
認
定
証
を
戴
く

こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　̈
　
　
一
粒
の
た
ね
！
　
　
¨

越
谷
市
Ｇ

・
Ｇ
連
盟
　
中
村
　
弘
範

我
が
ク
ラ
ブ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
片
隅

に
、
可
愛

い
西
瓜
が
３

つ
の
実
を

つ
け

ま
し
た
。
去
年

の
夏
に
み
ん
な
で
食
べ

た
際
に
落
と
し
た
種
が
成
長
し
た
ら
し

い
。今

年
６
月
に
雑
草
の
間
か
ら
葉

っ
ぱ

ら
し
き
も

の
が
顔
を
出
し
、
黄
色

い
花

を
付
け
た
の
で
気
が

つ
き
ま
し
た
。
７

月
に
入

っ
て
ウ
ズ
ラ
の
卵
ぐ
ら

い
の
大

き
さ
の
実
が

つ
き
、
み
ん
な
で
肥
料
を

与
え
、
カ
ラ
ス
よ
け
の
ネ

ッ
ト
も
張
り
、

ま
た
、
ボ
ー
ル
が
当
た
ら
な

い
よ
う
に

周
り
を
煉
瓦
で
囲
み
ま
し
た
。

テ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
は
驚
く
程
で
、

こ
の
小
さ
な
果
実
た
ち
が
、
す

っ
か
り

我
々
の
ア
イ
ド
ル
と
な

っ
て
し
ま

い
ま

し
た
。
今
日
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
入
る
と

ま
ず
は
ア
イ
ド
ル
た
ち
に
安
否
確
認
の

ご
挨
拶
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

で
も
来
週
の
暑
気
払

い
に
は
、
み
ん

な
の
お
腹
に
入

っ
て
し
ま

い
そ
う
―
で

す
。来

年
ま
た
会
え
れ
ば

我

々
は
、
こ
の
棄
て
ら
れ
た
、
た

つ

た
１
粒

の
種
か
ら

「
生
命

の
偉
大
さ
、

強
さ
」
を
教
え
ら
れ
た
気
が
し
ま
す
。

摯

広報誌コンペ
協会、連盟 各クラブ

の広報誌・通信・だより

等々を募集します。

締め切り日

2016年 1月 30日

申し込先

広報委員会

表彰

県協会総会でおこない

ます。

編
集
後

記

２
０
１
５
年
紀

の
国
わ
か
や
ま
国
体

Ｇ

。
Ｇ
競
技
大
会

（公
開
競
技
）
が
平
成

２７
年
９
月
１９

。
２０
日
開
催
さ
れ
た
記
念
す

べ
き
年
で
す
。

Ｇ

。
Ｇ
の
発
展

・
協
会

の
発
展
の
た

め
、
信
頼
さ
れ
る
組
織
づ
く
り
に
広
報
委

員
会
も
微
力
で
す
が
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

訂
正
と
お
詫
び

Ｇ

・
Ｇ
第
４７
号

（平
成
２７
年
５
月
３‐
日

発
行
）
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し

て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

訂
正
箇
所

①
ｌ
頁

事
務
局
郵
便
番
号
３
４
４
１
０
１
０
５

正
し
く
は
　
３
４
７
１
０
１
０
５

②
ｌ
頁

平
成
２７
年
度
埼
玉
県
協
会
登
録
人
員
中

４６
番
東
松
山
市
Ｇ
。
Ｇ
協
会
伊
藤
成
子
さ
ん

正
し
く
は
　
伊
東
成
子
さ
ん

③
３
頁

第
４
回
選
手
権
大
会
の
文
中
、

男
子
優
勝
者
服
部
さ
ん

正
し
く
は
　
貫
井
さ
ん


